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１０月２０日と１１月１１日にケアプラン基礎研修会を開催いたしました。ケア
プラン作成におきまして、講義内容やテキストを参考にして頂ければ幸いです。

◎ ケアプラン委員会
介護報酬改定の影響調査・物価高騰に伴う緊急影響度調査等を実施・分析し
たものをホームページに掲載しております。又本調査に基づき厚生労働省と
意見交換を行う予定です。（詳細は、後日発行のかけはし号外に掲載予定）

◎ 介護保険推進委員会

令和４年度サービス評価事業を実施しています。（本年度評価３施設）
◎ サービス評価委員会

◎ 調査研究委員会
令和４年度は、昨年度に引き続き「感染症対策及びBCPの取組状況について」
をテーマに、モデル施設として取組んだ１０施設のBCPマニュアル（主に自然
災害）を作成しました。作成したマニュアルの全施設向け報告会を７月２７日
に実施し１５０施設・３００名を超えるたいへん多くの施設の皆様にご参加頂
きました。今後のところで、この度の１０モデル施設の具体的な取組状況や全
施設のBCP作成の予定等についてまとめる予定です。

10月7日アンガーマネジメント研修及び10月27日人生の最終段階における
対応向上研修は開催後HPにアップし視聴できるようにしました。1月23日に
施設長研修会をハイブリット形式で開催します。
2月1日認知症介護基礎研修会を開催予定です。

◎ 研修委員会

１２月２日に「高齢者の生活を支える傾聴について」研修会を開催しました。
施設長研修会を計画しておりますので、ご参加をお待ちしております。

◎ 養護部会

令和５年２月１６日軽費・ケアハウス部会施設長研修会を開催します。弁護
士法人かなめ代表　畑山浩俊氏をお迎えし、『事例から学ぶ高齢者虐待防
止法と成年後見制度』をテーマに講演いただきます。是非ご参加ください。

◎ 軽費・ケアハウス部会 

令和５年２月１０日（金）１３時より職員・管理者研修会の実施予定していま
す。今回は妹尾弘幸先生に「デイサービス事業の経営対策について」（仮）を
テーマにご講演いただきます。

◎ デイ部会

会員施設の新たな取り組み等の情報をお寄せください。特集記事のテーマ
も募集します。かけはし１１４号発行は３月を予定しています。

◎ 編集委員会
令和５年１月下旬に、県内認定２施設による事例発表会と令和５年度認定施
設募集要項説明会を予定しております。

◎ 地域サポート施設推進事業

部

将来の介護人材の確保を目指し、介護の仕事の魅力を伝える「出前授業」はコロナ
禍の中、中学校、高等学校からの依頼に応じて実施しております。就職出前プレゼ
ンテーションも養成校4校で実施しました。本会HPの「ひょうご介護求人ネット」で
は、各会員事業所の求人情報入力を促進しているところです。そして、県内中学校
1年生へ「楽♪介護」、県内高校1年生へは「わたしを叶える。」を配布しました。マイ
ナビの配信力を活用して、転職等を考える方々に「介護の魅力」を配信しました。

◎  介護人材確保推進委員会

●10月18日　第3回職員研修会
　「ノーリフティングケア～実践のための体制整備・具体的なノーリフティングケア
と職員教育～」　小野市うるおい交流館エクラにて
　講師：一般社団法人ナチュラルハートフルネットワーク 理学療法士　下元 佳子氏
●11月18日　第4回職員研修会
　「VR認知症プロジェクト～認知症を”体験”する～他人事で見たことも”1人称”で体験すると全く違って見える」
　小野市うるおい交流館エクラにて　講師：株式会社シルバーウッドVR事業部
●12月1日　第5回職員研修会　「ケアプラン研修会」（Zoomでのオンライン開催）
　講師：ケアプランリーダー派遣委員会委員/東播磨ブロックケアプラン研修委員

●デイ部会研修会（WEB）　令和5年2月20日
　「マインドフルネス（その意味、効果、やり方）」（仮題）
　講師：関西学院大学教授　池埜 聡氏

姫路ブロック

●10月7日　給食関係職員研修会（リモート研修）　
　「介護施設における食品物性と疾患特性を生かした摂食・嚥下支援」
　講師：はなすたべるくらす舎 代表　高田 耕平氏
●10月14日　ケアプラン研修会
●11月10日　リスクマネジメント研修
　「高齢者施設におけるリスクマネジメント　―ハラスメントや過度なクレーム・苦情、BCP含めた対応―」
　講師：びわこ学院大学教授 烏野財団理事長 福祉リスクマネジメント研究所所長　烏野 猛氏

淡路ブロック

●11月24日　令和4年度施設長研修「ハラスメントのない職場づくり、労務関係法
改正のポイント」開催
　講師：社会労務士法人　庄司茂事務所代表　庄司 茂氏
●令和5年1月　姫路市監査指導課よる令和3年度介護報酬改定のポイント研修、3
月ケアマネ、看護師研修予定

丹波ブロック

阪神ブロック
●10月26日  
　第2回 意見交換会・施設長会・研修会(オンライン開催)　テーマ別意見交換会
　「災害BCPについて、処遇改善加算について、利用者確保について」
　テーマ「外国人人材確保の最前線について」
　講 師:株式会社Funtoco 最高執行責任者　山本 将人氏
●10月4日　養護老人ホーム部会(参集型)　テーマ「情報交換会」
●12月14日　デイ部会研修会(オンライン開催)　テーマ別意見交換会
　「コロナ禍でも安全性と効率性を考慮して営業する方法、業務効率化の方法
　コロナ禍におけるレクリエーションの方法、困難事例の対応について」

東播磨ブロック

●11月25日　「高齢者の栄養食事管理 ～美味しく安全に食べるために～」
　（オンライン開催）　講師：大和学園京都栄養医療専門学校　石伏 穣氏

但馬ブロック

●10月11日　認知症介護基礎研修　会場:姫路・西はりま地場産業センター
(じばさんビル)　講師:松原 宏樹氏

西播磨ブロック

ブロック通信

Contents
特集 2～3

4 ～5

6 ～7

4

2022

NO.113

一般社団法人　兵庫県老人福祉事業協会

研修会報告／介護の日イベント・県民フォーラム
会員紹介
ブロック通信／部会・委員会通信／
事務局からのお知らせ

県老協加入施設数
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 計
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東播磨

姫　路

西播磨

但　馬

丹　波

淡　路
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会
員

R4.11.8現在

※ 賛助会員　1事業所（内訳：団体）

ハウス サービス
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25
11
21
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6
3
5
3
4
4
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1
0
0
0
0
0

21
19
8
2
6
3
2
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70
40
35
40
12
17

165
158
93
70
74
30
44

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、並びに申込書送付は下記、

青年部会 事務局まで。

【青年部会 事務局】 特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 ＴＥＬ（0799）27-0146

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、老人福祉事業後
継者としての研鑽と会員相互の親睦をはかることを目的とする。

(目的)
50歳以下の施設長もしくは施設長の推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： 5，000円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： 10，000円

（入会条件）

正 会 員

賛助会員

◆◆◆青年部会 会員募集中◆◆◆

編集
後記

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい始めて３年が経とうとしています。
　私たちの生活はずいぶん様変わりしました。ワクチンや治療薬ができ、コロナに対する制限も緩和
されつつありますが、高齢者の介護に携わる会員事業所の皆様は、感染防止、感染対策を緩めること
はできません。このような状況だからこそ、ご利用者様、ご家族様の気持ちに寄り添った温かい介護を

目指したいものです。来年も引き続き、会員事業所の皆様とともに事務局も一丸となって、迅速な情報収集や情報提
供により、感染防止対策や非常事態に対応できるよう努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

稲葉 夏輝さん（介護老人福祉施設やまゆりの里）おめでとうございます！！
第３回 福祉の現場 若手リーダー賞受賞おめでとうございます！！

　令和４年１１月１５日（火）「介護の日イベント」で、神戸新聞厚生事業団「第３回 福祉の現場 若手
リーダー賞」の表彰式が行われ、当会会員事業所、介護老人福祉施設やまゆりの里　主任生活相談
員　稲葉夏輝氏が受賞されました。神戸新聞厚生事業団専務理事 武田良彦様より、表彰状・トロフィ
―・副賞２０万円が贈られました。

事務局か
らの

お知らせ

令和４年度兵庫県老人福祉事業協会
BCPマニュアル作成 モデル施設報告会
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高
齢
者
の
皆
様
が
利
用
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
限
ら
ず
、

地
震
や
洪
水
も
含
む
風
水
害
、土
砂
災
害
と
い
っ
た
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
不
測
の
事
態
も
想
定
し
て
事
業
の
継
続
を
可
能
に
す
る
た
め
の
事
前
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
私
共
、兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
に
所
属
す
る
会
員
施
設
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
安
心・安

全
生
活
を
支
え
る
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、万
一
災
害
や
感
染
症
が
発
生
し
て
も
安
定
し
た
生

活
を
継
続
し
て
頂
く
た
め
の
生
活
空
間
や
設
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、同

時
に
必
要
な
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
人
的
な
体
制
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な

ど
ソ
フ
ト
面
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は「
令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
」で
す
べ
て
の
介
護
事
業
者
に
対
し
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
利
用
者
や
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
当
た
る
職
員
を
守
る
た
め
に
研
修
や
訓
練
を
行

う「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
」を
義
務
づ
け
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。但
し
ご
承
知
の
と
お
り
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、ま
だ
猶
予
期
間
が
あ
る
も
の
の
、同
時
に
感
染
症

の
拡
大
や
そ
の
他
、自
然
災
害
は
今
日
、明
日
に
も
起
こ
り
得
る
と
い
う
危
機
感
も
持
ち
合
わ
せ

て
お
り
急
務
の
作
業
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、７
月
27
日
に
当
協
会
の
調
査
研
究
委
員
会
が
主
導
と
な
り
す
べ
て
の
会
員
施
設
が

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
」作
業
の
完
成
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
冒
頭
、伊
富
貴
幸
廣
会
長
よ
り
兵
庫
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
現
状
を
踏
ま
え
、感
染
症
対
策
強
化
に
つ
い
て
兵
庫
県
よ
り
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告

と
今
年
度
の
調
査
研
究
委
員
会
の
テ
ー
マ
と
し
て「
感
染
症
並
び
に
防
災
対
策
の
Ｂ
C
Ｐ
の
策

定
」に
重
点
を
置
き
会
員
施
設
の
中
か
ら
希
望
の
あ
っ
た
10
施
設
に
モ
デ
ル
施
設
に
な
っ
て
頂
き
、

本
日
の
研
修
会
に
お
い
て
は
そ
の
中
で
４
施
設
を
選
抜
し
て
発
表
に
臨
ん
で
頂
く
こ
と
に
な
っ
た

経
過
と
研
修
会
の
主
旨
に
つ
い
て
開
催
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
当
協
会
に
お
い
て
は
昨
年
９
月
よ
り
防
災・感
染
症
Ｂ
C
Ｐ
作
成
に
向
け
て「
び
わ
こ
学
院
大

学
教
授　
烏
野
猛
氏
」に
研
修
講
師
を
お
引
受
け
頂
き
、会
員
施
設
の
B
C
Ｐ
策
定
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
発
表
し
て
頂
く
モ
デ
ル
４
施
設
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
烏
野
先
生
か
ら
の
助
言
も
あ

り
、自
然
災
害
想
定
の
異
な
る
立
地
環
境
や
施
設
の
特
性
を
検
討
、考
慮
さ
れ
た
結
果
、推
薦
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
設・事
業
所
に
お
い
て
計
画
の
策
定
に
関
わ
る
工
程
に
つ
い
て
実
際
に
取
組

ま
れ
た
上
で
の
ご
苦
労
や
困
難
な
事
例
、ま
た
良
か
っ
た
点
な
ど
全
体
評
価
に
つ
い
て
具
体
的
に

お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
工
程
に
つ
い
て
は
昨
年
９
月
の
研
修
会
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
烏
野
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

調
査
研
究
委
員
会
と
モ
デ
ル
施
設
に
お
い
て
、全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
や
作
成
に
お
け
る
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
共
有
し
、今

回
の
研
修
会
発
表
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

作
成
過
程
に
お
け
る
共
通
す
る
重
要
項
目
と
し
て
①
施
設
の

立
地
と
災
害
被
害
想
定
の
把
握
、②
推
進
体
制
の
決
定
、③
４
課

題
の
対
応（
避
難
の
判
断
基
準・職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
と
分
析・

居
住
地
マ
ッ
プ
の
作
成・職
員
招
集
基
準
と
有
事
の
シ
フ
ト
）、④

有
事
の
際
の
優
先
業
務
、⑤
訓
練・研
修
会
計
画
立
案
と
実
施
の
５
点
に
ま
と
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
ご
と
に「
苦
労
し
た
と
こ
ろ・大
変
だ
っ
た
と
こ
ろ
」を
振
り
返
り
、他
の
会
員
施
設
に
も
実
体
験

で
の
参
考
意
見
と
し
て
以
下
の
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
北
部
に
位
置
し
山
に
囲
ま
れ
近
く
に
河
川
も
あ
り
、豪
雪
地
帯
と
し
て
も
知
ら
れ
る
地

域
。以
前
、積
雪
で
電
線
が
切
れ
３
日
間
停
電
し
て
役
場
な
ど
か
ら
ス
ト
ー
ブ
や
発
電
機
を
借
り

る
な
ど
の
苦
労
も
あ
っ
た
。マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
あ
た
り

運
営
委
員
会
で
取
り
組
み
始
め
た
が
ど
う
進
め
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
状
況
。

　
施
設
が
平
屋
で
垂
直
移
動
が
出
来
ず
、所
有
車
輌
で
は

車
い
す
３
台
し
か
乗
車
で
き
な
い
た
め
、籠
城

避
難
方
法
に
切
り
替
え
た
。職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

や
居
住
マ
ッ
プ
の
作
成
に
お
い
て
も
地
図
の

大
き
さ
や
保
管
等
苦
労
が
あ
っ
た
。い
ざ
有
事

の
際
の
連
絡
手
段
や
招
集
基
準
、限
ら
れ
た
職

員
で
優
先
業
務
に
ど
う
取
り
組
む
か
、今
後
想

定
訓
練
を
実
施
し
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

 　

施
設
の
裏
に
山
、前
に
川
と
い
う
山
と
川
の

中
間
に
位
置
し
、役
場
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
り
洪
水
に
よ
る
水
害
と
土
砂
災
害
が
想
定
さ

れ
る
。作
成
過
程
に
お
い
て
は
日
々
の
通
常
業

務
と
重
な
り
中
々
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進
ま

な
い
。雨
量
が
災
害
の
原
因
と
な
る
地
域
で
あ

る
た
め
避
難
の
判
断
基
準
を
雨
量
と
決
め
る

も
、施
設
は
オ
ー
ル
電
化
に
さ
れ
て
お
り
停
電

時
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
不
可
の

た
め
情
報
収
集
の
課
題
が
残
り
、雨
量
は
目
視
確
認
。職
員
居
住
地
マ
ッ
プ
作
成
も
国
交
省
の
地

図
を
張
り
合
わ
せ
た
が
サ
イ
ズ
に
苦
慮
し
た
。職
員
招
集
基
準
は
地
震
、土
砂
災
害
、水
害
、感
染

症
と
被
災
内
容
ご
と
の
設
定
を
検
討
し
被
災
時
は
半
分
の
職
員
対
応
と
規
定
。最
優
先
業
務
は
生

命
を
守
る
基
準
と
し
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
た
。

　
揖
保
川
、栗
栖
川
、林
田
川
な
ど
大
き
な
河
川
が
近

く
に
あ
り
、ま
た
、山
崎
断
層
の
分
布
地
域
で
も
あ
り

洪
水
に
よ
る
水
害
や
地
震
災
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。今
回
の
発
表
施
設
の
中
で
唯
一
、単
独
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
建
物
も

本
屋
の
跡
地
を
改
装
し
た
平
屋
建
て
の
施
設
。入
所

系
施
設
と
違
い
、利
用
者
の
垂
直
避
難
は
出
来
な
い

た
め
自
宅
か
避
難
所
へ
車
で
送
る
こ
と
に
な
る
が
、

急
激
に
水
か
さ
が
増
し
避
難
所
等
ま
で
行
く
の
が
危
険
な
場
合
は
、唯
一
近
隣
に
あ
る
老
健
施
設

へ
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。車
両
が
使
え
る
か
ど
う
か
の
早
め
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　
烏
野
先
生
か
ら
は
既
に
市
に
提
出
し
て
い
る
避
難
確
保
計
画
へ
の
肉
付
け
か
ら
で
も
良
い
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。職
員
の
居
住
マ
ッ
プ
に
お
い
て
は
２
本
の
川
の
間
に
施
設
が
あ
る
た
め

必
ず
橋
を
渡
っ
て
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
員
が
多
い
と
い
う
課
題
が
抽
出
で
き
た
。有
事
の
優

先
対
応
と
し
て
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
リ
ハ
ビ
リ
利
用
よ
り
独
居
高
齢
者
の
避
難
支
援
と
見

守
り
や
食
事
の
提
供
、入
浴
を
優
先
に
決
定
し
た
。ま
た
50
名
、１
週
間
分
想
定
の
非
常
食
の
備
え

も
烏
野
先
生
か
ら
助
言
が
あ
っ
た
。

 　

施
設
の
近
隣
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規

模
多
機
能
居
宅
介
護
の
事
業
所
を
運
営
し
て

い
る
。す
べ
て
の
事
業
所
は
姫
路
の
南
部
に
位

置
し
、海
岸
が
近
い
。河
川
の
氾
濫
と
同
時
に

洪
水
、内
水
に
よ
る
水
害
が
想
定
さ
れ
る
。 

法

人
施
設
の
災
害
被
害
想
定
を
判
断
す
る
た
め

国
交
省
、気
象
庁
、姫
路
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
1
0
0
年
に
一
度
、1
，0
0
0
年
に
一

度
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、被
害
想
定
の
検
証
に

当
た
っ
た
。

　
B
C
P
策
定
材
料
の
一
つ
で
あ
る
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、家
族
の
こ
と
や
、家
か
ら

職
場
ま
で
が
遠
い
な
ど
の
要
因
が
把
握
で
き
、出
勤
で
き
る
職
員
の
整
理
に
つ
な
が
っ
た
。マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
当
た
り
項
目
に
よ
っ
て
は
法
人
職
員
だ
け
で
な
く
地
域
関
係
者
や
大
学
講
師
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
入
れ
た
。ま
た
、ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
の
経
験
を
活
か
し
感
染
症
に
つ
い
て
の
B
C
P
策
定
も
準
備

し
て
い
る
。

　

以
上
の
４
施
設
の
発
表
を
終
え
、昨
年
か
ら
本
会
の
Ｂ
C
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
指
導
に
当

た
っ
て
頂
い
た
烏
野
先
生
か
ら
、発
表
さ
れ
た
４
施
設
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
県
老
協
事
務
局
担
当

者
の
方
々
へ
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、こ
こ
ま
で
努
力
さ
れ
た
こ
と
へ
の
評
価
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
。万
一
、自
然
災
害
や
感
染
症
災
害
が
発
生
し
て
も
現
時
点

で
準
備
努
力
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
り
、最
終
令
和
６
年
４
月
に
完
成
し
て
い
れ
ば
良

い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
い
ま
し
た
。モ
デ
ル
施
設
の
方
々
の
報
告
か
ら
日
常
業
務
の
中
で
期
限

を
設
け
た
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
意
識
さ
れ
、皆
さ
ん
共
通
し
た
悩
み
や
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、一

つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
、現
在
に
到
達
さ
れ
た
ご
苦
労
と
達
成
感
が
伺
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
会
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
①
ま
だ
取
組
め
て
い
な
い
、②
取
組
み
の
途

中
、③
完
成
し
た
と
状
況
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、完
成
し
て
も
状
況
変
化
に
応
じ
変
更
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、こ
の
度
は
自
然
災
害
想
定
を
中
心
と
し
た
Ｂ
C
Ｐ
策
定
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
し

た
が
、今
後
、感
染
症
等
に
も
視
野
を
広
げ
、４
施
設
の
報
告
を
参
考
に
、全
会
員
施
設
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
完
成
す
る
道
筋
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

「
令
和
４
年
度
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
調
査
研
究
委
員
会
研
修
会
」

〜
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成 

モ
デ
ル
施
設
報
告
会
〜

2

特
集

特
集

1　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

む
ら
お
か
こ
ぶ
し
園　

山
根 

直
美 

施
設
長 

報
告

びわこ学院大学教授　烏野　猛氏

山
編

海
編

山・川
編

川
編

3　
む
れ
さ
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
新
宮　
　
　
　
　

牛
建 

小
麻
紀 

管
理
者 

報
告

2　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

野
桑
の
里          　

 

大
田 

光
一 

施
設
長 

報
告

4　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
い
や
さ
か
苑      　

 

田
上 

優
佳 

施
設
長 

報
告

3

編
集
委
員 

古
市 

明
彦
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編
集
委
員 

湯
本 

健
作

編
集
委
員 

浅
井 

愛
子

高井 祐子氏

三木 昌代氏

　

怒
り
で
後
悔
し
な
い
た
め
に
〜

は
じ
め
て
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
〜
と
題
し
て
神
戸
心
理
療
法

セ
ン
タ
ー
代
表
で
臨
床
心
理
士
の

高
井
祐
子
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
っ

た
。
　

怒
り
と
は
人
間
に
と
っ
て
自
然

な
防
衛
感
情
で
あ
り
、な
く
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。一
方
で
身
近
な

対
象
程
強
く
な
り
、伝
染
し
や
す
い
、

高
い
所
か
ら
低
い
所
へ
流
れ
る
と

い
う
難
点
が
あ
り
、連
鎖
を
断
ち
切

る
必
要
が
あ
る
。ま
ず
は
自
分
が
何

を
大
切
に
感
じ
、何
に
怒
る
の
か
知

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。怒
り
の
タ

イ
プ
は
6
種
類
、例
え
ば
私
は
熱
血

柴
犬
タ
イ
プ
。公
明
正
大
、目
標
に

突
き
進
む
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、自
分

の
力
以
上
の
仕
事
を
し
ょ
い
こ
む

欠
点
が
あ
る
ら
し
い
。他
に
は
白
黒

パ
ン
ダ
、俺
様
ラ
イ
オ
ン
、頑
固
ヒ

ツ
ジ
、慎
重
ウ
サ
ギ
、自
由
ネ
コ
が

あ
り
、ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

会
の
H
P
で
簡
単
に
診
断
で
き
る

の
で
、是
非
お
試
し
頂
き
た
い
。

　

対
処
方
法
と
し
て
、イ
ラ
っ
と
き

て
も
6
秒
間
や
り
過
ご
す（
怒
り
の

感
情
の
ピ
ー
ク
は
6
秒
）。そ
し
て
、

怒
り
を
相
対
評
価
し
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
で
自
分
を
励
ま
す
。異
な
る

考
え
方
を
持
つ
人
を
認
め
、相
手
を

尊
重
し
つ
つ
、上
手
に
主
張
す
る
。

さ
ら
に
、ギ
ャ
ッ
プ
や
思
い
込
み
か

ら
く
る
、プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
怒
り

は
捨
て
る
。違
う
角
度
や
視
点
か
ら

考
え
、焦
ら
ず
に
自
分
を
改
善
し
、

怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
仕
事
の
効
率
が
上
が
り
、職
場
や

私
生
活
に
お
け
る
人
間
関
係
の
改

善
、心
身
の
健
康
増
進
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
つ
な
が
り
、人
に
も
自

分
に
も
優
し
く
な
れ
る
こ
と
を
学

ん
だ
、有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　
『
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト　
異
文
化
を
超
え

て
〜
高
齢
者
福
祉
を
考
え
る
〜
』と
題
し
、

チ
ベ
ッ
ト
人
歌
手
の
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ

ン
氏
の
講
演
で
し
た
。

　
ヤ
ン
ジ
ン
氏
は
、1
9
9
4
年
来
日
後
、

日
本
で
た
だ
一
人
の
チ
ベ
ッ
ト
人
歌
手

と
し
て
、チ
ベ
ッ
ト
の
音
楽
や
文
化
を
紹

介
す
る
た
め
、全
国
各
地
で
講
演
会
や
コ

ン
サ
ー
ト
を
精
力
的
に
行
い
、「
徹
子
の

部
屋
」等
テ
レ
ビ
に
も
多
数
出
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
、ヤ
ン
ジ
ン
氏
は
幸
福
度
1
0
0
％

だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。チ
ベ
ッ
ト
の
田

舎
の
決
し
て
裕
福
と
は
い
え
な
い
村
で
、

家
族
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
き
て
、親
兄

弟
が
必
死
に
働
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、大

学
で
は
た
く
さ
ん
の
苦
労
や
く
や
し
い

思
い
を
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
後
、日
本
人

の
ご
主
人
と
出
会
い
、来
日
。日
本
の
生

活
は
チ
ベ
ッ
ト
と
は
別
世
界
で
し
た
。

　
「
い
ろ
ん
な
ご
縁
で
、チ
ベ
ッ
ト
で
は

経
験
で
き
な
い
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
ん
な
中
、同
居
し
て
い
た
日
本
の
祖
母

が
94
歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。家
族

で
お
世
話
を
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、祖
母
本
人
も
喜
び
、

私
た
ち
家
族
も
助
か
り
ま
し
た
。老
人
福

祉
施
設
は
家
族
を
も
助
け
て
く
だ
さ
る

と
こ
ろ
で
し
た
。チ
ベ
ッ
ト
の
平
均
寿
命

は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
の
で
、今
も
健
在

で
長
寿
の
チ
ベ
ッ
ト
の
母
は
、村
の
人
た

ち
か
ら
も
宝
物
と
し
て
大
事
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。今
の
豊
か
で
幸
せ
な

日
本
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の

皆
様
に
も
感
謝
し
、大
事
に
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
、愛
情
の

こ
も
っ
た
語
り
口
で
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
は
チ
ベ
ッ
ト
民
謡
を
披
露
い
た

だ
き
、力
強
い
歌
声
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 　

今
回
、社
会
福
祉
法
人
万
亀
会 

地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
鶴
園 

副
施
設
長 

三

木
昌
代
氏
を
招
い
て
、「
看
取
り
は
介
護
の
仕
事

1
〜
大
丈
夫
！
誰
で
も
看
取
り
は
で
き
る
〜
」、

「
看
取
り
は
介
護
の
仕
事 

2
〜
介
護
施
設
で
こ

ん
な
に
素
敵
な
看
取
り
が
で
き
る
〜
」の
２
部

に
分
け
て
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

　

人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
、人
の
手
を
借
り

て
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
、人
が
こ
の
世
を
去

る
時
に
も
、何
か
し
ら
人
の
手
を
借
り
て
、老
い
、

亡
く
な
っ
て
い
く
の
が
普
通
。そ
の
人
の
手
…

昔
は
家
族
で
あ
っ
た
。「
老
い
」や「
死
」が
身
近

に
あ
り
、生
活
の
中
で
自
然
と
学
ん
で
い
く
環

境
下
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
の
進
行
、

単
独
世
帯
の
増
加
等
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ

り
、生
活
の
中
か
ら「
老
い
」や「
死
」が
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
の
結
果「
死
」と
い
う
と
、

縁
起
で
も
な
い
、辛
い
、寂
し
い
、苦
し
い
、怖
い

な
ど
と
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま

い
、忌
み
嫌
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
現
状
で

あ
り
、日
本
ほ
ど「
死
」の
教
育
が
な
い
国
は
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
超
高
齢
社
会
か
つ
多
死
社
会
で
あ
り
、

最
期
を
迎
え
る
場
所
と
し
て
病
院
や
自
宅
だ
け

で
は
な
く
、今
後
は
介
護
施
設
な
ど
で
も
そ
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

施
設
で
の
看
取
り
を
行
う
上
で
、人
間
誰
し

も
が
い
ず
れ
死
を
迎
え
る
、死
は
普
通
で
自
然

な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
死
生
観
を
持
っ
て
お
く

こ
と
、看
取
り
を
行
う
上
で
特
別
な
こ
と
は
何

も
な
く
、毎
日
の
ケ
ア
の
延
長
線
上
に
看
取
り

が
あ
り
、施
設
職
員
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
、

時
に
は
家
族
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
等
が

重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、死
を
タ
ブ
ー
視
す

る
の
で
は
な
く
、普
段
か
ら
入
居
者
や
家
族
に

も
最
期
を
ど
う
迎
え
た
い
か
入
居
時
か
ら
意
向

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。ま
た
、看
取
り
介
護
と

い
う
と
医
療
の
専
門
職
と
し
て
看
護
職
員
が
率

先
し
な
い
と
い
け
な
く
、介
護
職
員
は
二
の
次

で
あ
る
と
い
う
考
え
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
く
施
設
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、入
居
者
が
そ
の
人
ら
し
く
、

そ
の
人
ら
し
い
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
支
援
に
繋

が
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
『
落
語
で
笑
っ
て
学
ぶ
！
笑
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
』と
題
し
て
、行
政
書
士
で
社

会
人
落
語
家
の
生
島
清
身
氏
に
よ
る
講

演
で
し
た
。

　

生
島
氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
影
響
で

本
格
的
に
上
方
落
語
を
勉
強
さ
れ
、高
座

名「
天
神
亭
き
よ
美
」を
授
か
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、行
政
書
士
試
験
に
合
格
し
、

行
政
書
士
事
務
所
を
開
業
。幅
広
く
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。不
妊
治
療
を
通
し
て
生

命
誕
生
の
神
秘
に
気
づ
き
、相
続
業
務
を

通
し
て
本
当
に
大
事
な
物
は
何
か
？
を

考
え
、遺
言
を
テ
ー
マ
に
家
族
や
人
生
に

つ
い
て
考
え
る
落
語「
天
国
か
ら
の
手

紙
」を
創
作
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
の
通

り
、想
い
を
遺
す
こ
と
の
大
切
さ
、悔
い

な
く
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、落
語
と
い
う
形
で
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。落
語
の
後
は
、

行
政
書
士
と
し
て
、遺
言
や
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
い

た
だ
き
、「
と
か
く
暗
く
な
り
が
ち
な

テ
ー
マ
で
す
が
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」の「
エ
」を「
笑
」と
い
う
漢
字
に
す
る

だ
け
で「
笑
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」で
明
る

く
よ
り
よ
い
人
生
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
な
あ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、難
し
い
ル
ー

ル
は
な
い
の
で
気
軽
に
書
い
て
よ
い
、自

分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

よ
い
と
の
こ
と
で
す
。一
般
的
な
内
容
は

①
自
分
自
身
に
つ
い
て 

②
医
療
や
介
護

に
つ
い
て 

③
葬
儀
や
お
墓
に
つ
い
て 

④

財
産
相
続
に
つ
い
て 

⑤
大
切
な
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、の
5
つ
で
あ
る
。人
生
観

を
確
認
し
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
と
笑
い
を

交
え
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研修会報告介護の日イベント・県民フォーラム

11
月
15
日（
火
）開
催

場
所

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

令
和
４
年
度 

介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

11
月
15
日（
火
）開
催

場
所

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

令
和
４
年
度

人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
て
の

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

介
護
職
員
等
の
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
対
応
向
上
研
修

10
月
7
日（
金
）開
催

場
所

W
E
B
研
修

10
月
27
日（
木
）開
催

場
所

W
E
B
研
修

職
員
研
修
会

バイマー ヤンジン氏

生島 清身氏



67

会員 紹 介

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
佐
用
朝
霧
園

は
、令
和
2
年
9
月
に
佐
用
町
に
よ
っ

て
同
町
林
崎
地
区
に
敷
地
面
積

4
9
9
8.
2
8
㎡
、R
C
造
二
階
建

て
、居
室
50
室（
個
室
）、定
員
50
人
の

養
護
施
設
と
し
て
移
転
新
築
さ
れ
ま

し
た
。令
和
3
年
4
月
か
ら
は
佐
用
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と

な
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

特
養
と
の
併
設
や
特
定
施
設
へ
の

移
行
が
多
い
中
、当
園
で
は
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
形
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

医
師
、看
護
職
員
数
な
ど
の
制
約
に
よ

り
十
分
な
医
療
体
制
は
望
め
ま
せ
ん

が
、入
所
者
に
は
健
康
で
文
化
的
な
自

立
し
た
園
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標

に
、健
康
体
操
、お
茶
会
、書
道
教
室
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、園
外
で
も

バ
ス
旅
行
、買
物
、花
見
、節
気
行
事
等

開
催
し
、潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
況
で
は
、地
域
住
民

と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
は
困

難
な
状
況
で
す
が
、今
後
は
徐
々
に
活

動
を
再
開
し
、地
域
福
祉
の
一
翼
を
担

う
拠
点
施
設
と
し
て
、そ
の
責
任
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人　

真
秀
会
で
は
、

「
介
護
の
状
態
が
中
重
度
の
方
向
け
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ご
や
か
」

と
、「
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た
リ
ハ

ビ
リ
デ
イ
な
ご
み
庵
」の
二
つ
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ

の
う
ち
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ご
や
か

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
自
立
支
援
」と「
個
別
性
を
大
切
に
」

で
す
。自
立
支
援
に
お
い
て
は
、個
別

機
能
訓
練
に
力
に
入
れ
て
い
ま
す
。機

能
訓
練
士
と
し
て
、作
業
療
法
士
と
専

属
の
看
護
師
が
担
当
さ
せ
て
頂
き
、よ

り
専
門
的
な
機
能
訓
練
を
提
供
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。「
自
立
支
援
」と
い
う
点

で
も
、ご
利
用
者
様
が
、一
日
で
も
長

く
地
域
や
自
宅
で
過
ご
す
た
め
に
、自

宅
の
住
環
境
の
確
認
を
し
、住
環
境
に

即
し
た
必
要
な
機
能
訓
練
や
入
浴
、車

の
乗
降
り
等
の
目
的
に
応
じ
た
機
能

訓
練
を
実
施
し
て
ま
す
。も
ち
ろ
ん
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
楽
し
め
る
レ

ク
も
実
施
し
な
が
ら
、個
々
の
嗜
好
も

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。定

員
18
人
と
い
う
少
人
数
制
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
個
別
的
に
関
わ
り
や
す
い

体
制
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
ら
お
か

こ
ぶ
し
園
は
、ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
と
し

て
平
成
18
年
に
開
設
し
ま
し
た
。緑
豊

か
な
山
々
に
囲
ま
れ
、近
隣
に
は
幾
つ

か
の
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。入
居
者

の
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
を
大
切
に
、そ

の
人
ら
し
い
生
活
の
支
援
と
居
場
所

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、入
居
者
・
職
員
双
方
に
負
担

の
少
な
い
介
護
技
術・福
祉
用
具
の
導

入
に
力
を
入
れ
、安
心
・
安
全
の
関
わ

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、当
施
設
は
地
域
サ
ポ
ー
ト
施

設
と
し
て
、「
出
張
介
護
予
防
教
室
」や

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。そ
の
際
、職
員
有
志
で
立
ち
上
げ

た「
踊
り
同
好
会
鼓
舞
志
」が
、傘
踊
り

や
銭
太
鼓
等
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
や
集
い
が

縮
小
さ
れ
る
な
か
、入
居
者
や
地
域
の

方
々
に
楽
し
く
元
気
の
出
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
施
設
職
員
が
頼
れ

る
存
在
で
あ
る
よ
う
、専
門
性
を
活
か

し
皆
で
協
力
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。   

　
尼
崎
の
北
東
部
、郊
外
に
あ
り
西
武

庫
公
園
に
隣
接
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
博
寿
苑
は
、入
所
60
床
、シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
10
床
の
施
設
で
す
。公
園
の

四
季
折
々
の
自
然
、訪
れ
る
子
供
達
の

笑
い
声
、遠
く
に
聳
え
る
六
甲
の
山
並

み
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
と
共

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

施
設
の
隣
に
は
同
法
人
で
運
営
す

る
保
育
園
が
あ
り
、園
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、世
代
を
超
え
た
絆
が
育
ま
れ
て

お
り
ま
す
。施
設
に
入
所
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
、そ
の
ご
家
族
様
、施
設
で

働
く
職
員
同
士
、地
域
の
皆
様
、そ
れ

ぞ
れ
の「
絆
」を
法
人
理
念
と
し
て
大

切
に
し
な
が
ら
、施
設
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
数
年
、大
切
な
絆
を
育
む
為
の

交
流
が
コ
ロ
ナ
の
為
に
な
か
な
か
出

来
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。で

す
が
、何
よ
り
も
施
設
を
ご
利
用
い
た

だ
く
皆
様
の「
安
全
」を
守
る
事
を
念

頭
に
、ま
た
施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
様

に
幾
多
の「
喜
び
」が
提
供
で
き
ま
す

よ
う
に
、職
員
一
同
日
々
の
業
務
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

養護老人ホーム
佐用朝霧園

社会福祉法人 佐用町社会福祉協議会

施設長名 
〒679-5212　兵庫県佐用郡佐用町林崎662番地8住所

定員数 50名東口 和弘

TEL 0790-78-8050　FAX 0790-78-8051

養護老人ホーム 佐用朝霧園

s-asagirien@sayo.wel.or.jp

地域密着型通所介護／東播磨ブロック

社会福祉法人　真秀会

施設長名 
〒675-2105　兵庫県加西市下宮木町576番地住所

定員数 18名澤中 幸子

TEL 0790-49-0080　FAX 0790-49-0528

デイサービスセンターなごやか

magoyaka@are.eonet.ne.jp

養護老人ホーム／西播磨ブロック

特別養護老人ホーム
むらおかこぶし園

デイサービスセンター
なごやか

社会福祉法人みかたこぶしの里

〒667-1311　兵庫県美方郡香美町村岡区村岡2205住所
定員数 50名施設長名 山根 直美

TEL 0796-94-0051　FAX 0796-94-0053

特別養護老人ホームむらおかこぶし園

muraokakobushien@nike.eonet.ne.jp
併設事業 

介護老人福祉施設／但馬ブロック

併設事業 認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設／阪神ブロック

社会福祉法人 真澄会

施設長名 
〒661--0043　尼崎市武庫元町2-23-15住所

定員数 60名髙松 竜平

TEL 06-6438-3911　FAX 06-6438-3922

特別養護老人ホーム 博寿苑

somu@hakujyuen.or.jp

特別養護老人ホーム
博寿苑

併設事業 短期入所生活介護、通所介護、
地域包括支援センター、居宅介護支援 短期入所生活介護
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